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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：10　〈食　事〉

　12：28　１．チャイム

　12：30 ２．点　鐘 ……〈会　長〉

 ３．開会宣言

 ４．ロータリーソング斉唱……日も風も星も

 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

 ６．会長挨拶並びに会長報告

 ７．幹事報告

 ８．出席報告

 ９．委員会報告

 10．ニコニコボックス報告

 11．次週並びに次々週のプログラムの予告

 　（６／２）……

 　　卓話

 　　講師　協同組合東農地域木材流通センター

 　　　　　　センター長　片田　岳史 様

  （紹介者　池田　直樹 会員）

 　（６／９）……

 　　休　会（定款第７条第１節（d））

　13：00 12．本日のプログラム

 　　卓話　「刈谷の皆様に支えられた

森づくりプロジェクト」

 　　講師　公益財団法人オイスカ

 　　　　　　春日　智実 様

 　　　　（紹介者　伊藤　節夫 会員）

 13．謝　辞

 14．点　鐘……〈会　長〉

 15．閉会宣言

　13：30　16．散　会

ゲ ス ト

公益財団法人オイスカ

　愛知県支部　事務局長　村松　　明 様

　　　　　　　　　　　　プラヤット・サバンスック 様

　　　　　　　　　　　　スワン 様

春日智実 様　スワン 様　プラヤット・サバンスック 様

出 席

会員総数　94名　　出席免除　23名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　86名

欠　席　10名　　出席率　88.37％

前々回（５／10）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）５月19日、刈谷市役所にて開催された、刈谷市観

光協会総会に出席して参りました。

幹 事 報 告

１）緑の募金のお願いがありました。緑の羽根を回し

ますのでご協力よろしくお願い致します。

２）本日例会終了後に特別会議室にて第12回の理事会

を開催致します。関係の会員はご出席をお願い致し

ます。
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会 長 あ い さ つ

内藤　　昇

　５月26日は大相撲の歴史に残る日

になったようです。

　1937年５月26日には双葉山定次が

第35代横綱に昇進しました。

　1935年に蓄膿症の手術を受けたの

を機に体重が増え、それまでの相撲

ぶりが一変しました。取り口そのも

のは正攻法で変わらなかったが、そ

れまでは力不足で土俵際まで押し込まれることが多かっ

たのに対し、立合いから「後の先をとる」を地で行き相

手より一瞬遅れて立つように見えながら先手を取り、右

四つに組み止めた後に吊り出し、寄り、または左からの

上手投げで相手を下すようになりました。

　1936年１月場所は初日の新海蔵戦で敗れて黒星発進で

したが、武藏山から初金星を奪い、清水川・男女ノ川の

両大関も破るなど２日目から４連勝、６日目に全勝の玉

錦と対戦する。この玉錦戦に敗れて４勝２敗とするが（玉

錦はそのまま全勝優勝）、７日目から69連勝がスタート

しました。双葉山はこの場所を５連勝で終えて９勝２敗、

翌場所の関脇昇進を決めた。

　新関脇で迎えた同年５月場所では、９日目に玉錦を初め

て破って11戦全勝で初優勝を果たし、場所後に大関へ昇

進しました。これ以降、双葉山は本場所で玉錦に負けるこ

とはありませんでした。1937年１月場所も11戦全勝で優勝

したが、この場所で玉錦は初日から６連勝しながら左上腕

骨骨折のために途中休場しており、双葉山の５連覇中にお

いて唯一、玉錦戦が組まれなかった場所とされている。

　双葉山はその後、同年５月場所も13戦全勝で連続での

全勝優勝を果たし、横綱に推挙されます。昭和以降に大

関へ昇進した力士で大関在位期間が全勝だったのは双葉

山のみだそうです。すごいですね。

　1963年５月26日には第48代横綱大鵬幸喜が大相撲史上

初の６場所連続優勝を達成しました。

　新横綱の場所である1961年（昭和36年）11月場所、

1962年（昭和37年）１月場所と連続優勝を果たすと、同

年７月場所から1963年（昭和38年）５月場所まで最初の

６連覇を達成した。1966年（昭和41年）３月場所からは

再び６連覇を達成する。これまたすごいですね。

　2025年５月26日横綱審議委員会が開催され、大の里泰

輝が第75代横綱に昇進。

　2023年夏場所の初土俵から所要13場所。横綱昇進と

なれば、年６場所制となった1958年以降初土俵の力士で、

元横綱輪島（七尾市出身）の21場所を抜いて最速となり

ます。大相撲夏場所、綱とりに挑んでいた大の里は初日

から連勝を続け、自身最長となる13連勝とし、13日目に自

身４回目、大関としては２場所連続の優勝を果たしました。

　千秋楽に横綱 豊昇龍に敗れたものの最終的には14勝

１敗の好成績を残しました。横綱審議委員会の昇進内規

を満たし、場所後の横綱昇進を確実としました。令和５

年夏場所の幕下10枚目格付け出しの初土俵から所要13場

所での横綱昇進は、昭和以降最速。日本出身では平成29

年初場所後に昇進した大の里の師匠でもある稀勢の里

（現二所ノ関親方）以来８年ぶりとなります。

　幕内戦歴、101勝34敗（９場所 )、４優勝、１準優勝、

３技能賞、２殊勲賞、３敢闘賞

　　　　　　

　初土俵から負け越しなしでの昇進は33年以降初めてだ

そうです。

　大の里はこれまでの経緯からは史上最強の大横綱にな

る可能性を秘めていますね。今後の活躍を期待します。

卓 話

「刈谷の皆様に支えられた�

� 森づくりプロジェクト」

　講師　公益財団法人オイスカ　春日　智実 様 
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